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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱手段によって加熱されるべき領域（１０）と冷却手段によって冷却されるべき領域
（１１）とを有する所定の静止領域（１０、１１）において加熱および／または冷却され
る回転する薄肉ドラム（１）を備え、この薄肉ドラムの表面上での連続走行においてスト
リップを形成可能なストリップ形成装置であって、
　前記加熱手段は、前記薄肉ドラム（１）の内部から前記加熱されるべき領域（１０）を
加熱するものであり、
　前記薄肉ドラム（１）は、２～１０ｍｍの厚さを有し、前記所定の静止領域（１０、１
１）において前記加熱手段によって加熱可能または前記冷却手段によって冷却可能な固定
のキャリヤボディ（５）に取り付けられると共に、少なくとも前記所定の静止領域（１０
、１１）において、前記キャリヤボディ（５）に対し熱交換可能に構成されて当該キャリ
ヤボディの表面温度を呈し、
　前記加熱されるべき領域（１０）にホットプラスチックのプラスチック押し出し物（３
）を供給するための装置（２）が設けられ、前記加熱されるべき領域には、前記冷却され
るべき領域（１１）が続いている、
ことを特徴とするストリップ形成装置。
【請求項２】
　前記薄肉ドラム（１）は、少なくとも加熱または冷却されるべき前記領域（１０、１１
）において、前記キャリヤボディ（５）の表面上にスライド式に支持されていることを特
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徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記キャリヤボディ（５）の表面と前記薄肉ドラム（１）の間に液体を導入するための
装置（６２）が設けられていることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　互いに面している前記キャリヤボディ（５）の表面と前記薄肉ドラム（１）の表面には
、凹所がないことを特徴とする請求項１から請求項３の何れかに記載の装置。
【請求項５】
　前記キャリヤボディ（５）の表面に、流体静力学的な力および流体動力学的な力の少な
くとも何れか一方を利用して前記薄肉ドラム（１）を前記キャリヤボディ（５）に取り付
けるための装置が備えられていることを特徴とする請求項１から請求項３の何れかに記載
の装置。
【請求項６】
　前記キャリヤボディ（５）を加熱および／または冷却するために、伝熱液体の循環路が
設けられていることを特徴とする請求項１から請求項５の何れかに記載の装置。
【請求項７】
　前記キャリヤボディ（５）の前記加熱されるべき領域（１０）に電気加熱装置が設けら
れていることを特徴とする請求項１から請求項５の何れかに記載の装置。
【請求項８】
　流体層もしくは静圧軸受の液体が伝熱液体によって形成され、前記循環路から送給され
ることを特徴とする請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　封止装置（６０、６１）又はスロットルの出っ張り（７２）により、前記キャリヤボデ
ィ（５）の表面において、異なる静圧軸受圧力の領域が互いに区切られていることを特徴
とする請求項３から請求項８の何れかに記載の装置。
【請求項１０】
　液体の供給および／または排出（６２、６４）のために、異なる静圧軸受圧力の領域が
別々のダクトに接続されていることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記薄肉ドラム（１）が、２つの端部の各々で保持リング（３０）に接続されているこ
とを特徴とする請求項１から請求項１０の何れかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記保持リング（３０）が、前記薄肉ドラム（１）の内径および当接カラー（３６）に
適合する伸長表面（３５）を有するとともに、円周にわたって分布し、ドラム端部に係合
する複数のテンションフィンガー（３８）が設けられていることを特徴とする請求項１１
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記キャリヤボディ（５）が、２つのフランジ（１４、１５）間に保持される１つの中
空シリンダによって形成されていることを特徴とする請求項１から請求項１２の何れかに
記載の装置。
【請求項１４】
　前記キャリヤボディ（５）が、２つのフランジ（１４、１５）間に保持される複数の中
空シリンダセグメント（１６）によって形成されていることを特徴とする請求項１から請
求項１２の何れかに記載の装置。
【請求項１５】
　前記キャリヤボディ（５）が、ジョイント（８３、８４）によって互いに結合される複
数の中空シリンダセグメントによって形成されていることを特徴とする請求項１４に記載
の装置。
【請求項１６】
　前記ジョイントが前記フランジ（１４、１５）上にガイド又は保持されていることを特
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徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記キャリヤボディ（５）は、その長手方向軸のまわりに角度調節可能であることを特
徴とする請求項１から請求項１６の何れかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
　本発明は、所定の静止領域において加熱および／または冷却される回転ドラム表面上で
の連続走行におけるストリップ（strip）の形成のための装置に関する。使用分野は、主
として、例えばフレネルレンズ（Fresnel lens）のように、その表層形態のおかげで特別
な光学的性質を有するプラスチックの薄膜（フィルム：film）またはプラスチックの薄板
（シート：sheet）の形成である。他の使用分野は、熱可塑性物質の関与の有無に拘わら
ない壁紙またはテキスタイル（textile）材料の立体的デザインである。形成されるべき
ストリップは、加熱領域においてドラム表面と密接に接触させられ、その結果、ストリッ
プは相補的に後者の形態をとることになる。例えば、押出機ノズルからドラム表面上へ熱
間のプラスチック（ホットプラスチック：hot plastic）の状態で供給されたプラスチッ
クの押し出し物は、カレンダーローラ（calender roller）によってドラムに接触して押
圧され、そこにある型の窪み（フォームデプレッション：form depression）を満たす。
ストリップは、後続する冷却領域で凝固し、その結果、最終的にドラムから寸法的に安定
した状態で取り出すことができる。
【０００２】
　このタイプの既知の装置（特許文献１）では、溶融プラスチックが衝突するドラムの領
域は、プラスチックの早時の凝固を防ぐために加熱される。このことは、プラスチックが
、ドラム表面の細かいフォームデプレッションであっても完全に満たせるように、十分に
流動可能であることを確実にする。プラスチックが供給されるドラムの加熱領域に続いて
、ドラムから離れて側面からの冷却用空気で冷却されたドラム上にプラスチックが配置さ
れる冷却領域がある。溶融プラスチックは、凝固した後、ドラムからストリップの形態で
取り出される。外部からの冷却には、特に重要なことであるが、ドラムの内側にある細か
いプラスチック構造の信頼性の高い凝固をも達成することが難しいという不利な点がある
。
【０００３】
　供給領域に達する前に、ドラム表面が外部の加熱手段によって加熱されている間、内部
からドラムを冷却することも知られている（特許文献２、特許文献３）。交互の加熱と冷
却とは、剛性の理由でドラムが厚く、相当する高い熱容量をもつことを前提としなければ
ならないため、高いエネルギー損失を伴う。ドラムが単に内部から加熱および冷却される
とき（特許文献４、図３）、このことはいっそう当てはまる。
【０００４】
　更に、プラスチックのストリップを形成するため、ドラムの代わりにエンドレスベルト
を使用することが知られている（特許文献４、図１）。しかしながら、例えば、光学的に
有効なプラスチック成形品の生産に必要とされるような、深くて正確な彫り込みは、エン
ドレスベルトにおいては、十分な寸法的な安定性と曲げ疲労強度と両立することはできな
い。
【特許文献１】ドイツ特許出願第ＤＥ－Ａ－１９９００３８１号
【特許文献２】ドイツ特許出願第ＤＥ－Ａ－４１１０２４８号
【特許文献３】ドイツ特許出願第ＤＥ－Ｃ－１９９４３６０４号
【特許文献４】米国特許第ＵＳ－Ａ－５９４５０４２号（発明の開示）
【０００５】
　本発明が基礎とする目的は、請求項１の序文において初めに言及され、特定されたタイ
プの装置を提供することであり、当該装置では、円筒ドラムの使用にも拘わらず、熱損失
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は低減される。
【０００６】
　本発明に従った解決策は、請求項１の特徴、および好ましくは、その従属請求項の特徴
にある。
【０００７】
　従って、少なくとも、ドラムが加熱もしくは冷却される領域、加熱もしくは冷却用の装
置（デバイス：device）とともに、それぞれの領域に提供されるキャリヤボディ上に、熱
交換可能に取り付けられる領域に、ドラムのための設備がある。キャリヤボディ上でのド
ラムの支持のおかげで、ドラムは低い熱容量の薄肉デザインにすることができる。キャリ
ヤボディとの熱交換可能な接触において、ドラムは、迅速にその表面温度を呈する。低い
熱容量のおかげで、温度変化の間に熱交換を要する熱量はほんの僅かであるので、エネル
ギー損失は少ない。
【０００８】
　ドラムは、キャリヤボディ表面上を直接にスライドしてもよい。後者が、（例えば、黒
鉛のような）材料を好適に選択した場合のように、十分に低い摩擦係数を有するなら、ド
ラムとキャリヤボディとの間には潤滑剤は必要がない。しかしながら、液体の中間層の使
用は、特に任意の所望の材料を組み合わせる場合において、摩擦を低くするだけでなく、
熱交換媒体としても好都合である。液体は、ドラム上へ支持動作を及ぼし、固体間接触が
基本的に回避されるように均一に分布されるために、大気圧より高い圧力で供給されても
よい。概して、ドラムの均一な支持および均一な伝熱のためには、互いに対向するドラム
およびキャリヤボディの表面が滑らかであれば好都合である。すなわち、粗い窪み及び隆
起はない。しかしながら、統計的な意味合いで均一に分布され、又はきちんと整理された
小さな凹凸は好都合である。凹凸を形成する窪みの少なくとも１つの寸法が基本的に０．
５ｍｍ未満にとどまる場合には、本発明の趣旨の範囲内では、それらは小さいと言える。
テストにより確認されることが適切であれば、より大きな凹凸が許容できるかどうかは、
サポートおよび伝熱の所望の均一性への影響による。
【０００９】
　しかしながら、ドラムの流体静力学および／または流体力学的な取り付けのためのデバ
イスが用意周到に提供されるならば、それも本発明の範囲内である。この目的のため、キ
ャリヤボディの表面は、その上に、周方向に都合良く互い違いとなるように、またシリン
ダ表面にあり、ドラムの十分な支持のために適切な圧力が形成され得る隆起した表面部分
および窪んだ表面部分が設けられた。液体を送給するデバイスは、これら窪んだ表面部分
内に都合良く送出する。隆起した表面部分および窪んだ表面部分は、装置の有効幅の範囲
内で一方の端から他方の端まで連続的に、都合良く均一に形成され、その結果、処理され
るべきストリップの全幅にわたって、圧力および温度の条件が一定になる。
【００１０】
　キャリヤボディの加熱または冷却のための様々な可能性は、例えば、キャリヤボディと
熱交換器のそれぞれの領域を通って循環する伝熱液体の使用などの従来技術において利用
可能である。この目的ため、キャリヤボディは、その加熱または冷却される領域に、伝熱
液体がそこを通って流れる軸方向に平行な、群をなす穴が都合良くある、熱交換表面を含
んでいてもよい。また、加熱は、例えば、電気抵抗素子または誘導加熱素子などの電気手
段により行なわれてもよい。
【００１１】
　摺動面の間の液体層は、伝熱液体の循環と完全に切り離されてもよい。このことの利点
は、それらの各機能に応じ、互いに独立して、液体と圧力および温度を最適に選択され得
ることである。しかしながら、もし適切であれば、軸受液体が伝熱液体の循環から得られ
るなら、設計の簡素化が達成できる。この目的のために、キャリヤボディの中にある熱交
換表面と後者の表面との間に、流体接続部を設けてもよい。加熱または冷却のためにキャ
リヤボディに供給された液体の全てが、その後もドラムとキャリヤボディの間の空間を加
熱しなければならないわけではない。対象的に、このわずかな部分は、ドラムの流体静力
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学的な取り付け又は潤滑には、概して十分である。
【００１２】
　潤滑液の静水圧は、ドラムまたはキャリヤボディの外周にわたって一定である必要はな
い。反対に、別々の調整された液体供給は、他の領域よりも特に高い支持動作が求められ
る領域において、圧力が高くなることを、確実なものとすることができる。とりわけ、液
体またはプラスチック材料がドラム表面と較正用のカウンタ表面との間に分配される領域
における圧力は、順に続く領域におけるよりも高く設定されてもよい。
【００１３】
　薄肉であるために敏感であるドラムは、その端部に追加的なサポートを必要とする。こ
のため、ドラムに対してしっかりと結合される端面保持リングが備えられている。それら
端面保持リングは、ドラム内径に嵌合する伸長表面部と、外周にわたって分配される複数
のテンションフィンガーにより、ドラム端面がそれに対して軸方向に張力が掛けられ得る
当接カラー（collar）部とを有している。この配置構造によって、引張力はドラムの端部
領域に制限されたままである。ラジアル（radial）方向もしくは周方向には、如何なる外
乱の力も想定されることはない。保持リングによる支持のせいで、ドラム幅の横方向にほ
んの僅かな歪みが生じる。
【００１４】
　キャリヤボディは、中空円筒もしくはその部分（セグメント：segment）によって形成
されるのが好都合であり、これら中空円筒もしくはそのセグメントは、２つのフランジ板
の間で軸方向に張力をかけられるか、または他の適切な方法で保持される。回転体または
回転体の部分としての、これらの部分の設計は、正確な製造および組み立てを可能にする
。
【００１５】
　フランジによって剛的に保持される単一の中空円筒としてキャリヤボディを設計するこ
とは、予期される熱膨張に関しての問題があり、中空円筒セグメントを用いることが、よ
り好都合である。互いに隣接するそれらの端部は、一つのセグメントから他のセグメント
への移行部分でキャリヤボディ表面に段を形成することを回避するように、互いに接続さ
れる。このことは、２つの端部の明確な接続により、最もよく成し遂げられる。この目的
のために好適なものは、特に、連続ちょうつがい（ピアノヒンジ：piano hinge）のやり
方で２つの端部を互いに接続する継ぎ手（ジョイント：joint）である。しかし、溝と舌
片（タング：tongue）のジョイントもまた、十分なものであるかもしれない。例えば軸方
向に平行なぎざぎざ（インデンテーション：indentation）により、接続領域において（
軸的に平行な、撓み軸に対して）高い柔軟性のあるやり方で互いに相接しているならば、
その２つのセグメントが互いに一体に連結されてもよい。
【００１６】
　そのセグメントのフランジへの接続は、フランジに対して加熱領域の熱膨張が周方向に
可能であるような方法で行われる。冷却領域では、これは絶対的に必要ではないが、有利
である。いずれにせよ、フランジによるセグメントのラジアル方向の十分な支持が与えら
れる必要がある。
【００１７】
加熱領域および冷却領域での摺動間隙部で使用される液体は、便宜上、実質的に同一であ
り、その結果、それらは、絶対に漏れないやり方で互いに分離される必要はない。
【００１８】
　本発明を、有利な例示的な実施形態を示す図面を参照して、以下に更に詳しく説明する
。
　（発明を実施するための最良の形態）
【００１９】
　押出機ノズル２から送出されるホットプラスチックの熱可塑性物質の押し出し物を成形
するためのドラム１は、固定されたキャリヤボディ５上で矢印４の方向に回転できるよう
に配置されている。鋼製ベルト６がドラム１の円周の一部分にわたって張力をかけられて
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おり、前記ベルトは、ローラ７、８、９を経て走行し、成形されるべきプラスチック押し
出し物３がドラム表面に対して押圧されるために配置される間隙を、ドラム１の表面と共
に取り囲んでいる。ローラ７は、鋼製ベルトを介して、プラスチックストリップの厚さを
決定するカレンダ（calender）として作動する。プラスチック押し出し物３がドラム表面
に送給されてローラ７によってドラム表面に押圧される領域では、ドラム１は、少なくと
もプラスチックの溶融温度にまで加熱されている。用いられるプラスチックがＰＭＭＡの
場合には、表面温度は、例えば、少なくとも１８０℃、好ましくは略２２０℃程度である
。ローラ７に後続する円弧では、必要ならば、その温度は、ドラム表面に位置する形状的
な窪みが完全に埋められるまで、プラスチックが十分な時間と流動性を持つほどに高く維
持され続けてもよい。ドラムが昇温されている領域１０は、以下では加熱領域と指称され
る。
【００２０】
　これに続いて冷却領域１１があり、そこでは、プラスチック押し出し物３がこの領域の
端部でガラス転位温度以下となるように、ドラム１は冷却される。所望であれば、プラス
チック押し出し物は、冷却領域で装置１２によって外側から冷却されてもよい。冷却領域
１１の後、プラスチック押し出し物はドラム１から離昇され、さらなる処理のために排出
される。今までのところ、設備（プラント：plant）は既知であると考えられてもよい。
【００２１】
　図２と図３から分かるように、ドラム１は、その直径と比べて非常に薄肉である。その
厚さは２～１０ｍｍ、好ましくは３～５ｍｍである。その直径は、概して、その厚さの１
００倍以上、例えば８００ｍｍである。
【００２２】
ドラムは、通常の温度で、十分な寸法安定性を有し、且つ、所望の形の窪みを備えること
ができる材料で成っている。例えば、ドラムは銅から成っており、造形され、またはその
後に電気メッキ法により相補的な原型に彫り込まれてもよい。このことは既知である。
【００２３】
　図示された例では、３６０度にわたって連続して延びる基本的に円筒状の表面を形成す
るキャリヤボディ５上に、ドラム１は、スライド式で回転可能に取り付けられている。そ
れにより、ドラム１は、その全円周にわたって支えられる。しかしながら、ラジアル方向
に作用する力にさらされるドラム１の円周領域へのサポートが制限される可能性もある。
油が加圧状態で摺動間隙部に供給されるとき、ドラム１は、摩擦がないようにすることを
十分に許容するスライド又は走行着座で、中空シリンダ１６の表面上に着座している。摺
動間隙部へ加圧供給された油は、摩擦を低減し、乱されることのない熱流を確かなものと
する。カレンダーローラ７に関して、ドラム１の十分に低摩擦および抵磨耗サポートのた
めに、スライド式の取り付けが適切ではない危険性がある場合には、すなわち最大の負荷
にさらされる領域では、キャリヤボディの表面に埋め込まれた支持ローラによって、追加
的なサポートが与えられてもよい。
【００２４】
　図２および図３に示される例では、キャリヤボディは、２つのフランジ１４，１５と中
空円筒部１６とで成り、この中空円筒部は、全円周にわたって延びる中空シリンダ延長部
として、または円筒セグメントの１つのグループとして、設計される。フランジ１４，１
５は、中空シリンダ１６又は円筒セグメントの内側端部を嵌合して受け合うために、円筒
状の伸長表面１７を形成している。更に、中空円筒部１６の端部とフランジとは、円錐状
表面１８を介して組み合わさっており、該円錐状表面は、円周にわたって配置されている
テンションねじ１９を用いて、フランジ１４，１５が軸方向へ互いに引っ張られる場合に
、相互の芯合わせの動きの自由を確かなものとする。このことは、中空円筒部１６が幾つ
かのセグメントの複数個によって形成されている場合でも当てはまる。このことは、連続
するセグメントが互いに熱的に分離される場合には好都合である。従って、例えば、加熱
領域および冷却領域に別々のセグメントを使用することが可能である。適切な場合、これ
らの領域間に配置される熱的な絶縁体を別のセグメントとして設計されてもよい。
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【００２５】
　動作中、キャリヤボディは、図示されていないが、保持フレームへ固定式に接続されて
いる。しかしながら、例示的な実施形態では、前記キャリヤボディはその軸の回りに角度
調整可能であり、その結果、その加熱領域および冷却領域は、ホットプラスチックの押し
出し物３が供給され、つや出しされる位置に関連して、最適に設定することができる。こ
の目的のために、フランジ１４，１５は軸部材（シャフト：shaft）２１によって担持さ
れており、片方のフランジ１５は前記シャフトに堅固に接続される一方、他方のフランジ
１４は、不可避的な熱膨張の観点からシャフト上で軸方向へ変位可能であるが、平行キー
（フェザーキー：feather key）配置構造２２によって、回転に関しては固定される。シ
ャフトは軸受２３内に横たわっている。シャフトの回転位置は、好適な設定装置により決
定されるものであり、図２の例では、その回転位置はウォーム歯車２４とウォーム（worm
）２５によって形成されている。
【００２６】
　薄肉のドラムを強化するために、所望であれば、薄肉ドラムは、その端部で、軸受３１
を介してキャリヤボディ５上のフランジ１４，１５に支持されるリング３０に連結される
。軸受は、熱膨張がドラムの歪みをもたらすことがないように設計されている。回転駆動
装置３２がドラムに備えられる場合、それは、歯車３３と歯付リム３４を介して、前記リ
ングの少なくとも１つの上で作用するが、薄肉ドラムに作用する力を低く且つ対称に保つ
ためには、両方のリング３０上で均一に作用することが好ましい。多くの例では、鋼製ベ
ルト６が駆動されるならば、ドラム用の回転駆動装置は不要である。ドラムが、写真用フ
ィルムとフィルムスプロケットローラに類似した方法で、歯部と歯部用の打抜穴との協働
のおかげで、駆動されるスチールベルト６によって確実に取り出される場合には、このこ
とが特に当てはまる。しかしながら、凝固するストリップを介して作用する摩擦が、取り
巻きのために十分な場合もある。
【００２７】
　前記リング３０は、ドラム１の内径に嵌合し、且つ、当接カラー部３７により外側が制
限される円筒状の伸長表面部３５を有している。参照数字３７によって同様に指定される
ドラムの端面は、フィンガー３８及びねじ３９によって当接カラー部に対して引っ張られ
ている。この目的のために、後者の２つの端部に沿ってドラムの円周にわたって一定の間
隔で分布された、ドラム１の穴４０に、フィンガー３８は係合している。その穴は、周方
向についてフィンガー３８よりも大きく、その結果、製造および組み立ての許容範囲につ
いて言えば、フィンガー３８によって、望ましくない円周方向の張力がドラムに作用する
ことはない。
【００２８】
　熱エネルギーは、さまざまな方法、例えば、電気抵抗発熱体、ガスバーナ又は誘導加熱
によって、加熱領域へ供給され得る。図２から図６の例では、エネルギー供給は、伝熱液
体、特に油によってもたらされる。加熱領域には、軸方向に平行な穴４５のグループが１
つ若しくはそれ以上ある。穴４５は、ミーリング加工され蓋（リッド：lid）４７で閉じ
られたポケット４６によって、その端部で対になって交互に連結されている。これにより
、最初の穴４５’から最後の穴４５”にまで至る閉じられた流路がもたらされる。
【００２９】
　そのような穴の複数のグループが存在する場合には、この目的のために、別々の加熱セ
グメントが各々の場合に提供されてもよく、或いは、複数のグループが連続した加熱セグ
メント内に含まれてもよい。
【００３０】
　図３および図５に示されるように、グループの最初の穴４５’は、半径方向の前方向流
れの穴４８を経由して前方向流れの接続部４９から供給される。前記穴４８は、中空円筒
部１６からフランジ１４への変わり目部分で封止リング２０によって密封されている。そ
のグループの最後の穴４５”は、同様にして、戻り方向流れの穴を経由して戻り方向流れ
の接続部に接続されている。
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【００３１】
　加熱液体は、図示していないが、液体貯留器からポンプと熱交換器を介して、通常の方
法で前方向流れの接続部４９に供給され、戻り方向流れの接続部から貯留器へ戻る。シス
テムで作用する圧力を設定するために、好ましい調整可能な絞り（スロットル：throttle
）部が戻り方向流れの中に設けられてもよい。冷却領域が同様に設計されてもよい。
【００３２】
　ドラム１とキャリヤボディ５の表面との間の摩擦を低減するために、例示的な実施形態
においては、ドラムの取り付けは流体静力学的に設計される。このことは、摺動間隙部内
の潤滑液体が、好ましくはドラムを非接触で支持するのに必要な圧力と少なくとも同じく
らい高い圧力状態に維持されていることを意味する。この圧力は、ホットプラスチックの
押し出し物３が、ドラムの表面とローラ７の表面の間で所望の厚さに小さくされる領域で
、最も高い。ローラ７とローラ９の間では、その圧力は、鋼製ベルトの引っ張りによって
ホットプラスチックの押し出し物に加えられる圧力に基本的に対応している。ローラ９と
押出機ノズル２の間の接触していないドラム領域の中で、軸受圧力は最も低い。したがっ
て、ドラム１とキャリヤボディ５の表面の間の摺動間隙部を、異なる軸受圧力が作用する
分離した領域に分けることは好都合であるかもしれない。これらの領域は、互いに関して
、かつ大気に関して、密封される。特別な密封ストリップがこの目的に提供されてもよい
。図６によれば、溝に配置され、例えばＰＴＦＥのように、好ましい滑動特性を持ってい
る材質から成る密封ストリップ６１が、エラストマーリング６０によってドラム１の内面
に押圧されている。そのような密閉装置は、円周上に、およびそれを横切って設けられて
もよい。十分な漏れ防止が円周上に必要である一方、連続した領域間に位置する横向きの
シールは、これらの領域間の、所望の圧力差が確実になるレベルの抑制動作を発生させる
ことが必要なだけである。
【００３３】
　摺動間隙部への液体の供給は、加熱媒体のそれとは独立して生じてもよい。しかしなが
ら、本発明によれば、設計のかなりの簡素化は、液体供給が加熱媒体から派生することで
達成される。図３には、接続穴部６２が、加熱または冷却システムの穴４５とキャリヤボ
ディの表面の間に設けられていることが示されている。加熱または冷却媒体として循環す
る油の一部は、これらの穴を通って摺動間隙部に至り、そこで潤剤および静水圧媒体とし
ての役割を果たす。摺動間隙部の圧力領域ごとにそれを再度放出するために、放出穴６３
（図６）が設けられている。この放出穴は、穴６４を介して摺動間隙部へ接続されており
、油は放出穴を通りフランジ１５のラジアル方向の穴６５および接続チューブ６６を経て
接続部６７へ至る
【００３４】
　キャリヤボディの表面は、連続的に滑らかであってもよい。しかしながら、ドラムの静
水圧な取り付けのために、凹んだ表面部分７０および出っ張り（レッジ：ledge）７２の
形態での隆起した表面部分がキャリヤボディの表面に交互に設けられる場合には、ドラム
１の内面に対するそれらの走行する動きによって、前記出っ張り７２が後者の位置を決定
する。凹んだ表面部分７０では、静水圧液体中での制約されない圧力伝播が許容される。
【００３５】
　摺動間隙部および、特に凹んだ表面部分７０において、静水圧によってもたらされる圧
力は、基本的には流出経路で液体が出会う流れ抵抗によって決定される。この流れ抵抗は
、流出経路に絞り（スロットル）部を設けることによって設定されてもよい。さまざまな
圧力ゾーンにおける圧力が異なる場合には、それらのゾーンは相応する異なる設定に、ま
たは調整可能なスロットルに割り当てられてもよい。
【００３６】
　図６は例示的な実施形態のより簡単な構成を示している。液体排出は、各圧力ゾーンの
端部で行われる。ゾーンの範囲を定める封止ストリップ６１内に、収集チャンネル７３が
設けられ、それは穴６４を介して排出ライン６３に接続されている。圧力が作用する凹ん
だ表面部分７０と収集チャンネル７３の間に、隆起した出っ張り７２が配置されている。
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この出っ張りはドラム１の内面と共に狭い間隙部を形成し、この間隙部により、領域７０
から流出する油の圧力が、幅広く自己調整する方法で抑制される。ドラムを経て伝わる圧
力が軸受間隙部の圧力より高いときは、その間隙部が狭くなる結果、ドラムがキャリヤボ
ディに近づく。その結果、軸受間隙部における圧力が、ドラムによって伝えられる圧力と
等しくなるまで増大する間、その流出が抑制される。この場合には、油の供給が十分な大
きさの圧力を発生することができることを前提としている。それにより、出っ張り７２は
、ドラムの内面と共に、自己調整式のスロットル構成を形成する。
【００３７】
　油は、ポンプによって収集チャンネル７３から排出されてもよい。これの利点は、収集
チャンネル７３で広がり密封構成６０，６１に作用する圧力が低減されることと、前記密
封構成によって満足されるべき漏れ止めの必要性が低下することである。
【００３８】
　円周方向において互いに続く異なる圧力ゾーンの範囲を決定することは、図６に示され
るような構成によって行ってもよい。各ゾーンは、スロットルの出っ張り７２と油を排出
する収集チャンネル７３によって囲まれている。次に、各ゾーンはまた、密封構成６０，
６１が割り当てられてもよく、又はそのような密封構成の１つのみが隣接ゾーンとの間に
設けられてもよい。この場合、構成は、高い圧力のゾーンから低い圧力のゾーンへ油を流
れ出させるものであってもよい。
【００３９】
　ゾーンへの別々の液体供給は、それらに異なる圧力で作用することを可能にする。また
、それらは、熱的に異なって制御されてもよい。この目的のために、各ゾーンまたは各表
面部分が、各場合において、熱交換穴部４５の別々のグループに割り当てられてもよい。
【００４０】
　図７は、支持ボディの代替的な設計の軸方向の図を示している。これは、スロット８２
によって分離される、２つのシリンダ半殻体（ハーフシェル：half-shell）８０，８１か
ら成っている。それらは、連続ちょうつがい（ピアノジョイント：piano joint）のよう
な継ぎ手（ジョイント：joint）８３，８４によって連結されている。２つの半殻体８０
，８１は、フランジ１４，１５に直接には連結されていない。その代わりに、それらのジ
ョイント８３，８４のジョイント軸８５，８６が、フランジ内でそれら２つの端部で固定
されている。その２つのジョイント軸の１つ、好ましくは、カレンダーローラ７に最も近
いものは、堅固にフランジに結合されている。他方のヒンジ軸８６は、円周方向ではなく
、半径方向にのみ移動可能な方法でその中に導かれる。それにより、半殻体８０，８１は
、いかなる熱状態においても、幾何学表現でフランジに対してはっきりと固定される。フ
ランジに対するジョイント軸８６の半径方向移動性のために、前記半殻体もまた拡張する
可能性がある。
【００４１】
　２つの半殻体が、異なる温度のために異なる膨張をすると予期されるので、この実施形
態では、冷却セグメントに割当てられる半殻体８１が、他方の半殻体８０の状態に順応す
るために相応して撓むことができるように留意されている。この柔軟性を確実なものとす
るために、半殻体８１には、或る一定の間隔で溝（スロット：slot）８７が設けられてお
り、該溝は、半殻体の内側から中間部分に至り、半殻体がその安定結合およびその上に取
り付けられたドラム１に対する明確な支持動作を失うことなく、半殻体８１の所望の柔軟
性が達成されるように半径方向の深さを有している。
【００４２】
　この例示的な実施形態では、ジョイント８３，８４は、半殻体の関節で繋がった接続と
、フランジに対する半殻体の支持の双方の役割を果たしている。これらの２つの機能は、
異なる部材に割り当てられてもよい。例えば、２つの半殻体が、２つのフランジにラジア
ル方向にはしっかり接続され、円周方向においては、他の位置で（特に、各場合では中間
部分において）、その自由端で、互いに弾性的に、しかし、表面にわたって連続的に、例
えば、ジョイント、溝および舌片もしくはフレキシブルジョイントなど、任意の所望の方
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法により、接続されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】設備の全体的な概略図である。
【図２】装置を通る軸方向の断面図である。
【図３】図２に対応する軸方向の部分的な断面を拡大して示す図である。
【図４】端面図である。
【図５】ドラムを通る、表面平行な部分断面図である。
【図６】ドラムとキャリヤボディとを通る軸方向の部分断面図である。
【図７】代替的な実施形態の支持ボディを示す図である。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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